












知覚変容発作 (山 口 )は､ 精神分裂病 にお
いて知覚変容 を主体 として発 作性 に消長す る
症候群であ る｡知覚変容発 作の 出現様式 につ
いては既 に詳細な記載が な され て い るが､ そ
こにみ られ る知覚変容 の内容 と特性 につ いて
正面か ら検討 された ことは これ までになか っ
た ｡
本稿 では､ 精神分裂病 にみ られ る知覚変容
発 作におけ る知覚変容体験 の 自験例 36例 を
検討 し､ その特性 として①知覚 強度 の増大､
②知覚強度 の非減衰性､ ③知覚 の対象化 困難､
④ 自己対外界 の関係 の障害 か らな る ｢受動的
認知態勢 ｣を抽出 した｡受動 的認知態勢 は非
発 作性 に も出現 す る ことが観察 され たO さ ら
に､受動的認知態勢 は､ 妄想 知覚 の前段階の
形成 に寄与 している ことを示 したO
知覚変容発作 をは じめ とす る超短期現象は､
輯神分裂病 の長期経過 あ るいは全体 的な症状








































































































































による｡DSM-Ⅳによる病型は､椅神分裂病妄想型3例 (8%)､解体型 12例 (33























































る症例がある (｢遠くにある物が目に飛び込んでくる｣ (症例18)､ ｢数メー トル先の
物が大きく感じられる｣ (症例25)など)｡同様に､他者の意図によってコントロール












































































































































































































































































表1 知 覚 変 容 発 作 の 自験 例
No.性刺 病型◆ 辛齢 発症年齢 発 作 出現年齢 発 作の持 続 時 間 入玩歴 現 在 の社会適応 尭作 中の知 覚変容体験 発 作 中のその他 の体族(情 動 面､思考 面を含む) 随 伴する身体症 状 発 作の 好発状 況 発 作への対 処法 発作 時の 錘体 外路 症 状 備 考
1男 R 51 4251一一 1-2時愉 + *報､未婚 壁のわずかな汚れや凹凸が次々と気になって 圧倒される 頭痛 時
2女 ∪ 35 2933.- 30分～1時ryI 崇店手伝い- 頭がさえてしんどい､通釈的判 店事をしていて客足が
夫子あり かわからない､集中できない.tE81される 時-4時
3男 D 50 3340JttE～ 1-2時間 + 回転扉入院.k書.未婚 視点が固定する､垂のわずかな凹凸や天井の ら睡眠薬を飲む -
4男 ∪ 34 2433- 赦十分 + rdt良､未婚 T=耗び込んで<る､視点を国定することができない.書古や人のざわめきが大きく感じられ屋内に入るまで■rつと続く 自分だけが取り残されそうな恐怖感 する -
5男 D 36 1530■頃- 30分-3時間 + 長JI入焼例.未婚 目や耳が敏感になって止まらなくなる どうしようもfJ:いという*力感 夕方-深夜 横になる -
6輿 ∪ 28 2027.- 30分-2時間 + *恥､未婚 夕食後-就疎略 じっとしている - 入玩中に発作初発.退庁iよって消失
7男 ∪ 35 2533.- 牡分-2時欄 + *恥､未婚 用園が不気味に暗い､t灯ばかりが明るいの 圧供される 日没徒 じっとしている -
AA D 34 2233- 2-3時間 + *恥､未婚 自分の体が小さくなってしまう どうしていいかわからない､*力番､他人が怖い 夕方 -
9男 D 52 1948(?)～ 故分～載時間 + 長期入院例.未婚 物(親父牡)や音が3tU'込んでくる､肌がひりひりするほどせ愚 どうしていいかわからない.～力感 めまい､生気が薄い感じ(呼吸田拙 消灯の爪捷 じっとしている -
tD女 U 35 2833- 1-3時間 十 保母(′{-トタイA).撫婚後再婚 一子あり 耳が牡患.見えるもの聞こえるもの全てが気になる.気が散る 圧倒されてしまう_青の菓し 経ってくるまで じっとしている -
日 男 ∪ 42 20 つ 30分-3時間 + 長期入院例.未婚 帳が大きく開いて閉じない,まぶしい､見たくないものまで見え しまう 排便後､または早朝夕方の諌明時 じっとしている.C.oMZOrArlをもらう -
12A ∪ 33 2026-29 1.-3時間 + アルバイト未婚 テレビの音が大きく附こえて仕方ない､Bに入るもの(薪間､本､チラシ頬など)がいちいち気に 頭痛 正午すぎ-夕食前 -
13男 D 48 2245- 30分～2時間 + 長JI人尿例.未婚 A兼に立体番がなく書き割りの様_FI周が迫ってくる,遠くの音がやけに近い 消灯時 布田をかぶってうrく去る.入LEするまで持つ_ -
14弟 D 27 2025- 赦十分-数時間 + k鞍､未婚 ない.人のbjに表情がない､時計の針の動きが早 どうなつてもいいやというなげ 夕方～消灯時 いする - 入庚申に発作初発.退郎よって消失
15男 ∪ 58 2855.-57 敢十分 + 回転罪人侯､■井､未婚 視界がまぶしい一日がtIれない､空気がまく体にのしかかる どうしようもない気分 夕食紋～就味時 じっとしている -
16男 C 36 1530(?)- 政十分 + 捷中 浅野のiZ]拝に見える物が飛び出してきそうになる.視点を移しても止まらない 怖い 且をつぶって横になる -
17罪 D 57 2140jt頃～ 赦分～30分 十 長期入院例.未婚 t灯がやけにまぶしく日を突き刺す様に慈じら 考想化声 室内照明が必要な時fl じっとしている +(眼球 上転)
18女 U 37 1933-34 数分-1時間 + 平鹿内訳居.未婚(婚約者ありー 速くニある栃が日に飛び込んでくる,色が異様 軽度落涙 昼間戸外にいるとき 左内1=もどる -
19男 P 62 3458(?) 30分～1時間 + 長期入碗例.未婚 わけもなく急にまぶしくなる､かすかな音が大きく湘こえる 沖鯉がf=かぶるがどうしようもない 午後6-7時頃 早めに眠れ兼をもらう -
20女 ∪ 38 1736(?)- 30分-3時間 + *恥､未婚 まぶしくて目がチ力チ力する,冊EBがおしよせて 軽い瞳JL惑 夕方 clo"ヱOr一mをR用する -
22負 良 72 20 つ 牡分～30分 + JEN入院例.未婚 他人のhきがスロ-モーションの拝に*aTSまでわかる +(眼球 上 転) ロボトミー 施行gl､+切ろう様歩行
23弟 D 45 2010■l1- 30分～2時間 + 長期入l娃桝.未婚 fI骨の人の表快がお面の様､体が頼む､耳が 自分だけFI四から切りkされ A - 潜在性甲状腺8L他低下症
24男 U 37 2035- l～2時tFI + 日に映るもの全てがストップモ-シヨンになった rつかまった｣ようtJ:気分､抜け 壬内患明が必妻な時 -
Jtで掩婚 拝でJQ細まで手に取るようにわかる､空気がどんより壬い られない * している
25女 U 44 2442-43 2-3時仰 + 辛店手伝い.夫子あり 教m先のものが大きく呑じられる.人や車の動きが速い.自分に向かってyIL寄せてくる､ 夕方店番をしていて客が途絶えたとき じっとしている -
26罪 P 46 3646? 1時間前後 + 施設入所.未稚 空気が重く冷たくよそよそしい.遠くの灯りがまぶしい,聴覚過払 夕方 おやつを食べる.水を飲む - いわゆるパラフレニー例
27男 A 52 4646■一 1-2時聯 + エJi.書手あり ♯犀がやけに広い､空気が冷たくよそよそしい.空の凹凸や主の筋がくっきり見える 頭痛 鼓鞍時 入眠できるまで持つ_睡 iEを多めに飲む -
29男 D 39 2138 数十分 + *牡.未婚 感覚がすれる.目が軽重できない,うわすべL) 何かがおこリそうfJ.L気分.他の 夕食後 -
30女 ∪ 41 2222.- 30分～2時間 *Jt.未婚 天井や堂がのしかかってくるような慈じで胸苦しい 適切な身動きがとれない 頚痛.動偉 母親に付いていてもらラ -
31男 D 42 2940- 鼓十分一世時間 + 書恥､未婚､独居 木々の菜の-枚一枚がくっきり見える.結いくらい.=強奈iな立体感､緑がやけに鮮やか "B3Eめた-ような央快恵と身休的疲労恵が同居 iI暗い自生から度外をみて るとき 水生のt灯をつける -
32男 D 56 2355(?)- 2-3時何 + 長期入庚例.未婚 他人の足書がやけに大きい.肌がひりひりと七番､自分の休の動きがぎこちなく感じる 午後､とくに夕食後から消灯までの朋 丸くなって寝る -
33男 R 8g 19 赦分-2時槻 + 長期入坑例､未婚 巨と耳が同時に冴えてきて休がふんわり軽くなる 夕食練テレビを見ているとき 鏡になる -
34罪 ∪ 42 6ー35*頃～ 数分-3時潤 + JE井入扶助_未婚 天井が大きく近い､そのくせ空間が広い,彼覚に立体をがない.袋のような軸で包み込まれた 夕方-深夜 頓用iEを飲む -
35男 D 25 2525- 1-2時間 + kJk､未婚 淋丘が迫ってきて押しつぶされそう 水平性根左 夕方 うつぶせになって集る -
表2 知覚変容発作における知覚変容の内容
知覚変容の特性
知 知 知覚の対象化の囲搬 自己対外界の関係の障害
知覚変容のモダリティー
No. 視 聴 皮 体 知 焦 疎 蘇
覚 隻 の覚 点知 隔 力
強 強 転封 化覚 惑 感
Tf 悼 度 減産 専象 の対 現 . 圧 .
感 知 の 表の 田か 陣象 実 倒
賞 隻 隻 隻 大増 性非 錐 ら 害の 感搬 惑被
l l
○ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
2○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3○ ○ ○ ○ ○ ○
4○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5○ ○ ○ ○ ○ ○
6○ ○ ○ ○ ○
7○ ○ ○ ○ ○
8○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9○ ○ ○l ○ ○ ○
日○ ○ ○ ○
12○ ○ ○ ○ ○
3ー○ ○ ○ ○ ○ ○
14○ ○ ○ ○ ○
5ー○ ○ ○ ○ ○
17○ ○ ○ ○
18○ ○ ○ ○
20○ ○ ○ ○
21○ ○ ○ ○
2○ ○ ○
23○ ○ ○ ○ ｣○
24○ ○ ○ ○ ○
25○ ○ ○
26○ ○ ○ ○ ○
27○ ○ ○ ○
28○ ∫ ○ ○
29) ○ ○ ○ ○
30 ○ ○ ○
31○ ○
32 ○ ○ ○ ○
3○ ○ ○ ○
34○ ○ ○
35○ ○








年 齢 発症年齢 発作出現年齢 発症後発作出現までの期間(辛)




知 知 知覚の対象化の困難 自己対外界の関係の障害
No.知覚変容のモダリティー
視 徳 皮 体 知 知 疎 無
覚 隻 覚 隻 隔 力
強痩 強痩 対転象 点対化象 惑 磨
庸 性 の の 導 か のの 実離 倒被磨 知 増 衰非 困ら 障
隻 隻 隻 大 性減 雛 の 害焦 惑現 感圧
1○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○
7 ○ ○ ○
8 ○ ○ ○





表 6 非 発 作 性 知 覚 変 容 症 例 (1)
現在の社会適応 発作 中の知覚変容体験 碓 伴するその他の体牒(作動 面､思考 面を含む｣ 陣 増悪状 況 輔考
75 U 58 28l28､50*頃 発症前後.事症状期oいずれも胞衣ト) + 回I云群入院､*恥.未婚 視界がまぶしい､巨が頼れない､辛や人が自分め けてL突進してくるかの様 空気が重く体にのしかかる どうしようもない気分 - 外出時 pa{akJneSia(Kleist)
21 A 41 2424-26 発症後2年間.数 + *聴､未婚､独 あたりが急に舟くなって迫ってくる､動くものが 患い込まれたような具には - 外出時
El斗位で断枕的に 居 みな自分に向かってくる様､清いのにいつもより鮮明に見える まったような気分
37 C 26 2121 兎症から初回入院まで(約2遺間) + 兼美手伝い､未婚 聴覚過敏､昔や光が自分めがけて集中してくる 用朗から自分だけが切L)推された のよう - 外出時
表7 非発作性知覚変容症例(2)
知覚変容の特性
知覚強 知覚韓 知覚の対象化の困難 自己対外界の関係の障害
知覚変容のモダリティー
No. 視 徳 皮 体 の知転覚還翼 葉栗口悪 覚の対 疏隔感 蘇力磨
膚 性 度 減度 警象 現 . 圧 .磨 知 の 蓑 の 莱 倒
覚 覚 覚 覚 大増 性非 ら の 感離 感被
15 ○ ○ ○ ○ ○
21 ○ ○ ○ ○
37 ○ ○ ○ ○ ○ ○
表 8 非分裂病性の受動的認知態勢の症例 (1)
No.性刺 辛齢 発症年齢 発作出現*# 発作の持続時間 入梶貯 現在 の社会適応 尭作中の知★ 変容体験 発作中のその他の体験(II動面､思考面を含む) 随伴する身体症状 発作の好発状況 発作への対処法 発作時の種体外路症状 林寺
38罪 28 2023-24 数分-数時間 + アルバイト､未婚 あらゆる方向から視覚俊が自分の目をめがけて飛び込んでくる 加幸念4,注耳感 外出時 ベンチにJFをおろす - 暮症強迫症?
40罪 44 7ー17- + *甘､長期閉居､未婚 t事や手が自分めがけて突進してくるように感じる 外出時 しゃがみ込む､帰宅する - 頒爺外iI牡iL症
41男 22 212ー 敢十分-数時間 + *雌.未婚 他人の政が夜叉面のように見える､人の動きが早い､耳が敏感 自分だけが取り残されたような恐怖感.加古妄想,注有感 斉血衷 週末外泊時の夕食前-就襟時 じっと立っている - 書祉薄fI依存
表 9 非分裂病性の受動的認知態勢の症例 (2)
知覚変容の特性
知 知 知覚の対象化の困難 自己対外界の関係の障害
知覚変容のモダリティー
No. 視 聴 皮 体 知 焦 疎 蘇
隻 隻 の覚 点知 隔 力
強 強 転対 化覚 惑 感
膚 悼 度 減産 導象 の対 現 . 圧 .
感 知 の 蓑の 田か 陣象 実 倒
隻 隻 隻 覚 大増 性非 難 ら 書の 感離 惑被
39 ○ ○ ○ ○
40 ○ ○ ○
41 ○ ○ ○ ○ ○
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図 3 妄想知覚 の段階的形成(Huber28日
(英題 )
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